
仏
像
霊
異
謂
の
受
容
と
変
容

二
八

仏
像
霊
異
課
の
受
容
と
変
容

日
本
霊
異
記
の
ば
あ
い

寺

ノ

（
一
）

教
典
等
の
仏
像
霊
異
伝
承

　
仏
菩
薩
像
崇
拝
は
、
イ
ン
ド
の
偶
像
崇
拝
を
継
承
し
て
い
る
。
た
だ
、
経
典

で
は
、
悟
り
を
開
い
た
釈
迦
が
、
仰
利
天
に
転
生
し
た
母
摩
耶
夫
人
に
説
法
す

る
た
め
に
九
十
日
問
昇
ら
れ
た
時
、
思
慕
し
た
優
填
王
が
生
身
の
釈
迦
を
写
し

て
作
ら
せ
た
栴
檀
像
が
最
初
の
像
と
す
る
。
こ
の
像
は
『
大
唐
西
域
記
』
に
、

　
　
初
、
如
来
、
正
覚
を
成
じ
已
へ
、
天
宮
に
上
昇
し
て
母
の
た
め
に
法
を
説

　
き
、
三
月
、
還
り
た
ま
は
ず
。
そ
の
王
〈
引
用
者
注
、
郎
陀
術
那
王
１
１
優
填

　
王
〉
思
慕
し
、
形
像
を
図
せ
ん
こ
と
を
願
ひ
、
す
な
は
ち
尊
者
没
特
伽
羅
子

　
を
請
け
て
、
神
通
力
を
も
て
工
人
を
接
け
て
天
宮
に
上
り
、
親
し
く
妙
相
を

観
ぜ
し
め
て
栴
檀
を
雛
刻
せ
し
め
き
。
如
来
、
天
宮
よ
り
還
り
た
ま
ふ
や
、

刻
檀
の
像
、
起
ち
て
世
尊
を
迎
へ
き
。
世
尊
、
慰
め
て
日
は
く
、
「
教
化
、

労
せ
る
や
。
末
世
を
開
導
せ
む
こ
と
、
宴
に
こ
れ
、
糞
ふ
と
こ
ろ
な
り
」
と

　
の
た
ま
ふ
。

と
説
く
よ
う
に
、
霊
異
を
示
し
た
こ
と
で
著
名
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
優
填
王
が

没
特
伽
羅
子
の
力
を
か
り
て
生
身
で
工
人
を
伴
っ
て
天
宮
に
上
り
、
親
し
く
妙

相
を
観
せ
て
彫
ら
せ
た
不
思
議
も
説
き
、
「
相
応
和
尚
伝
」
の
モ
チ
ー
フ
の
源

流
の
一
つ
を
思
わ
せ
る
。
優
填
の
檀
像
の
伝
承
は
日
本
で
は
嵯
峨
清
涼
寺
釈
迦

堂
の
縁
起
に
利
用
さ
れ
る
。
し
か
し
、
優
填
王
の
檀
像
の
霊
異
は
最
初
か
ら
説

か
れ
て
い
た
の
で
は
な
い
。
早
く
み
え
る
『
増
一
阿
含
経
』
巻
第
二
十
八
、

「
聴
法
晶
」
第
三
十
六
（
大
正
新
修
大
蔵
経
巻
第
一
、
以
下
大
新
蔵
経
と
略
す
）

で
は
、
釈
迦
如
来
が
伽
利
天
に
昇
ら
れ
た
と
き
、
優
填
王
が
牛
頭
栴
檀
で
如
来

像
を
作
り
、
伝
え
聞
い
た
波
斯
匿
王
も
紫
磨
金
の
五
尺
の
如
来
像
を
作
っ
た
の

が
最
初
の
二
如
来
像
で
あ
る
と
す
る
ば
か
り
で
、
霊
異
に
は
言
及
し
な
い
。
二

像
の
霊
異
は
後
の
付
加
な
の
で
あ
る
。
仏
徒
は
礼
拝
の
対
象
で
あ
る
仏
像
の
素

材
が
木
・
金
・
金
銅
・
石
・
粘
土
で
あ
れ
、
常
住
の
法
身
の
依
り
代
で
あ
る
か



ら
、
当
然
像
に
霊
異
が
現
れ
る
と
信
じ
も
し
、
説
き
も
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
檀
像
の
霊
異
伝
承
は
、
『
大
唐
西
域
記
』
巻
第
五
一
大
新
蔵
経
巻
第
五
十
一
一

の
ほ
か
、
『
大
乗
造
像
功
徳
経
』
巻
上
（
唐
・
提
雲
般
若
訳
、
大
新
蔵
経
巻
第

十
六
）
に
説
く
。
金
像
の
霊
異
は
よ
り
早
く
『
観
仏
三
昧
経
』
（
鳩
摩
羅
什
訳
。

梁
・
僧
祐
撰
『
釈
迦
譜
』
所
引
。
大
新
蔵
経
巻
四
十
九
）
、
『
観
仏
三
味
海
経
』

（
仏
陀
敗
陀
羅
訳
、
大
新
蔵
経
巻
第
十
五
）
が
伝
え
、
共
に
類
書
に
も
み
え
る
。

　
仏
教
の
中
国
へ
の
伝
来
に
と
も
な
い
、
仏
像
と
と
も
に
こ
の
よ
う
な
霊
異
課

も
伝
え
ら
れ
、
檀
像
の
霊
異
を
原
型
と
し
て
、
バ
リ
エ
イ
シ
ョ
ン
が
多
く
形
成

さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
一
部
『
梁
高
僧
伝
』
に
み
え
る
が
、
梁
の
沙
門
僧
目
文
宝

唱
等
集
の
『
経
律
異
相
』
第
六
巻
「
造
仏
形
像
第
二
十
二
」
（
大
新
蔵
経
第
五

十
三
）
は
六
話
を
類
聚
す
る
。
こ
の
営
み
は
唐
の
道
宣
に
継
承
さ
れ
、
『
集
神

州
三
宝
感
通
録
』
（
以
下
『
感
通
録
』
と
略
す
。
大
新
蔵
経
巻
第
五
十
二
）
に

五
十
話
を
収
載
す
る
。
お
な
じ
く
唐
の
道
世
も
『
法
苑
珠
林
』
一
以
下
『
珠
林
』

と
略
す
。
大
新
蔵
経
巻
第
五
十
三
）
に
五
十
三
話
を
収
め
る
。
仏
像
霊
異
課
以

外
に
、
儒
教
の
孝
子
伝
に
も
丁
蘭
の
木
母
の
霊
異
の
よ
う
に
像
の
霊
異
を
説
く

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○

も
の
が
み
え
る
が
、
孝
子
伝
は
最
初
は
仏
徒
が
形
成
し
た
と
す
る
と
、
仏
教
的

な
「
母
へ
の
孝
」
を
テ
ー
マ
と
す
る
本
話
な
ど
は
、
仏
菩
薩
像
の
霊
異
課
の
影

響
下
に
形
成
さ
れ
た
と
み
て
よ
い
の
で
あ
ろ
う
。

　
日
本
へ
も
仏
教
伝
来
と
と
も
に
仏
像
が
伝
え
ら
れ
た
一
欽
明
紀
十
三
年
条
）
。

日
本
に
は
偶
像
崇
拝
は
な
か
っ
た
の
で
、
崇
仏
排
仏
の
争
い
に
際
し
て
は
、
客

　
　
　
　
　
仏
像
霊
異
謂
の
受
容
と
変
容

神
と
し
て
の
金
銅
の
仏
像
は
排
仏
側
の
攻
撃
の
対
象
と
な
り
、
物
部
守
屋
は
塔

と
仏
像
と
仏
殿
と
を
焼
き
、
残
り
の
仏
も
難
波
の
堀
江
に
流
さ
せ
た
（
敏
達
紀

十
四
年
三
月
条
）
。
し
か
し
、
仏
像
は
、
信
仰
・
芸
術
の
一
つ
の
中
核
で
あ
り
、

制
作
技
術
も
伝
わ
っ
て
、
多
く
の
仏
菩
薩
像
が
制
作
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
。
あ

わ
せ
て
像
に
ま
っ
わ
る
霊
異
の
モ
チ
ー
フ
も
、
経
典
や
類
書
な
ど
に
よ
っ
て
、

す
で
に
完
成
さ
れ
た
も
の
と
し
て
伝
え
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　
天
武
持
統
朝
に
は
国
家
規
模
に
お
い
て
仏
の
呪
術
的
な
加
護
を
期
待
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
¢

『
金
光
明
経
』
や
『
仁
王
経
』
を
重
ん
じ
た
仏
事
を
営
み
、
天
平
時
代
に
は
国

分
寺
の
制
も
整
備
さ
れ
た
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。
庶
民
に
も
個
人
の
レ
ベ

ル
で
現
世
利
益
や
来
世
を
願
っ
て
仏
教
を
信
じ
る
者
は
お
り
、
利
益
は
仏
像
を

介
し
て
祈
ら
れ
た
（
『
霊
異
記
』
上
巻
第
十
七
縁
・
中
巻
第
三
十
四
縁
・
第
四

十
二
縁
・
下
巻
第
十
縁
）
。
仏
典
の
説
く
造
仏
の
来
世
に
む
け
て
の
功
徳
よ
り

は
、
仏
菩
薩
像
に
寄
せ
ら
れ
る
現
世
利
益
の
期
待
と
か
か
わ
り
つ
つ
霊
異
は
説

か
れ
、
官
大
寺
の
大
安
寺
の
丈
六
な
ど
も
広
い
信
仰
を
得
て
い
た
と
い
う

（
『
霊
異
記
上
巻
第
三
十
二
縁
・
中
巻
第
二
十
八
縁
）
。
個
別
的
利
益
を
願
う
民

衆
の
信
仰
も
支
え
と
な
っ
て
、
仏
菩
薩
像
を
め
ぐ
る
出
現
時
の
霊
異
、
安
置
さ

れ
た
像
の
霊
異
・
霊
験
利
益
な
ど
の
伝
承
形
成
が
促
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ

に
先
の
栴
檀
や
金
の
如
来
像
の
霊
異
課
は
や
は
り
原
型
と
し
て
存
在
し
た
で
あ

ろ
う
が
、
実
際
に
は
中
国
の
多
様
な
仏
像
霊
異
謂
の
影
響
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
日
本
の
仏
像
の
霊
異
霊
験
課
を
最
初
に
多
く
収
載
し
た
の
が
『
霊
異
記
』
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
仏
像
霊
異
諌
の
受
容
と
変
容

あ
る
。
霊
異
は
信
仰
心
と
無
縁
の
人
々
に
示
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
、
か
な
ら
ず

し
も
深
い
信
仰
心
に
の
み
応
じ
て
出
現
す
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
普
遍
性
は

こ
こ
に
浮
び
あ
が
る
。
こ
れ
は
深
信
の
者
に
示
さ
れ
る
霊
験
・
利
益
の
前
提
と

な
る
。
こ
れ
ら
は
後
の
ち
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
バ
リ
ェ
イ
シ
ョ
ン
で
展
開
さ
れ
、

説
話
集
や
縁
起
類
に
記
録
さ
れ
る
。
仏
像
霊
異
課
の
日
本
化
の
一
様
相
に
つ
い

　
　
　
　
　
　
　
　

て
は
別
に
も
論
じ
た
が
、
本
稿
で
も
経
典
や
仏
教
関
係
書
の
仏
菩
薩
霊
異
謂
を

概
観
し
つ
つ
、
『
霊
異
記
』
の
仏
菩
薩
像
霊
異
課
の
特
質
の
一
つ
を
み
い
だ
し

え
れ
ば
と
思
う
。（

二
）
　
御
衣
木
の
霊
異
伝
承

　
『
霊
異
記
』
に
は
「
浅
草
寺
縁
起
」
の
よ
う
な
仏
像
の
漂
着
伝
承
は
な
い
。

唯
一
あ
る
の
は
御
衣
木
に
か
か
わ
る
霊
異
謂
、
周
知
の
比
蘇
寺
縁
起
で
あ
る
。

『
日
本
書
紀
』
で
は
仏
教
伝
来
の
翌
年
、
欽
明
天
皇
十
四
年
の
夏
五
月
条
、
『
霊

異
記
』
上
巻
第
五
縁
で
は
大
伴
屋
栖
野
古
伝
の
一
部
に
、
敏
達
朝
の
こ
と
と
し

て
み
え
る
。
ま
ず
欽
明
紀
の
も
の
か
ら
み
る
と
、

　
　
河
内
国
言
さ
く
、
「
泉
郡
の
茅
淳
海
の
中
に
、
梵
音
す
。
震
響
雷
の
声
の

　
ご
と
し
。
光
彩
し
く
晃
り
曜
く
こ
と
日
の
色
の
ご
と
し
」
と
。
天
皇
、
心
に

　
異
し
び
た
ま
ひ
て
、
溝
辺
直
を
遣
し
て
、
海
に
入
り
て
求
訪
め
し
む
。
是
の

　
時
に
、
溝
辺
直
、
海
に
入
り
て
、
果
し
て
樟
木
の
、
海
に
浮
か
び
て
玲
蟻
く

　
を
見
つ
。
遂
に
取
り
て
天
皇
に
奉
る
。
画
工
に
命
じ
て
、
仏
像
二
躯
を
造
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

　
し
め
た
ま
ふ
。
今
の
吉
野
寺
に
光
り
を
放
ち
た
ま
ふ
樟
の
像
な
り
。

と
い
い
、
『
霊
異
記
』
の
「
信
敬
三
實
得
現
報
縁
第
五
」
の
当
該
部
分
に
は
、

　
　
大
花
位
大
部
屋
栖
野
古
連
の
公
は
、
紀
伊
國
名
草
郡
宇
治
の
大
伴
連
等
が

　
先
祖
な
り
。
天
年
澄
情
に
し
て
三
實
を
尊
重
す
。
本
記
を
案
ふ
る
に
、
「
敏

　
達
天
皇
の
代
、
和
泉
の
國
の
海
中
に
、
樂
器
の
音
声
有
り
。
笛
箏
琴
筆
篠
等

　
の
声
の
如
く
し
て
、
或
は
雷
の
振
動
す
る
が
如
し
。
昼
は
鳴
り
、
夜
は
耀
き

　
て
、
東
を
指
し
て
流
る
。
大
部
の
屋
栖
古
の
連
の
公
、
聞
き
て
奏
す
。
天
皇

　
哩
一
然
り
て
信
け
た
ま
は
ず
。
更
に
皇
后
に
奏
す
。
聞
き
て
連
の
公
に
詔
し
て
、

　
「
汝
往
き
て
看
よ
」
と
日
ふ
。
詔
を
奉
り
て
往
き
て
看
る
。
実
に
聞
き
し
が

　
如
く
、
露
震
に
當
り
し
楠
有
り
。
還
り
上
り
て
奏
し
、
「
高
脚
の
濱
に
泊
つ
。

　
今
、
屋
栖
、
伏
し
て
願
は
く
は
、
鷹
に
佛
像
を
造
り
た
ま
ふ
べ
し
」
と
い
ふ
。

　
皇
后
、
詔
し
て
、
「
願
ふ
と
こ
ろ
に
依
る
べ
し
」
と
宣
ふ
。
連
の
公
詔
を
奉

　
り
て
大
に
喜
ぶ
。
（
中
略
）
今
の
世
に
吉
野
の
籟
寺
に
安
置
し
て
、
光
を
放

　
ち
た
ま
ふ
阿
彌
陀
の
像
、
是
な
り
。
（
以
下
略
）
」
と
日
ふ
。

と
あ
る
。
紀
は
仏
像
名
を
示
さ
な
か
っ
た
が
、
『
霊
異
記
』
は
阿
弥
陀
像
と
す

る
。
い
ず
れ
も
御
衣
木
の
霊
異
を
説
く
。
仏
像
が
「
光
り
を
放
ち
た
ま
ふ
」
と

い
う
表
現
も
と
も
に
み
え
る
が
、
霊
異
の
表
現
を
目
指
す
も
の
か
ど
う
か
明
確

で
な
く
、
い
ず
れ
も
こ
れ
以
上
の
霊
異
に
は
言
及
し
な
い
。
し
た
が
っ
て
仏
像

霊
異
謂
と
い
う
よ
り
、
素
材
霊
異
謂
と
い
う
べ
き
も
の
で
あ
る
。
全
体
を
み
る

と
、
『
霊
異
記
』
に
は
紀
に
み
え
な
か
っ
た
紀
伊
国
名
草
郡
宇
治
の
大
伴
連
等



の
先
祖
、
大
花
位
大
部
屋
栖
野
古
の
連
の
公
な
る
者
が
登
場
し
て
、
「
河
内
国
」

や
「
溝
辺
直
」
の
役
を
す
べ
て
ひ
き
う
け
て
い
る
。
「
本
記
を
案
ふ
る
に
」
と

あ
る
と
お
り
、
氏
族
伝
承
と
な
っ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
舞
台
に
大
伴
氏
の
拠

点
の
一
つ
「
高
脚
の
濱
」
が
設
定
さ
れ
て
い
る
の
も
、
大
伴
氏
系
の
伝
承
と
い

　
　
　
＠

っ
て
よ
い
。
ま
た
、
欽
明
紀
の
、
「
泉
郡
の
茅
淳
海
の
中
に
、
梵
音
す
。
震
響

雷
の
声
の
ご
と
し
。
光
彩
し
く
晃
り
曜
く
こ
と
日
の
色
の
ご
と
し
」
の
表
現
は
、

「
和
泉
の
國
の
海
中
に
、
樂
器
の
音
声
有
り
。
笛
箏
琴
筆
僕
等
の
声
の
如
く
し

て
、
或
は
雷
の
振
動
す
る
が
如
し
。
昼
は
鳴
り
、
夜
は
耀
き
て
、
東
を
指
し
て

流
る
」
と
な
り
、
「
樟
木
の
、
海
に
浮
か
び
て
玲
聴
く
」
の
表
現
は
「
露
震
に

當
り
し
楠
」
と
な
っ
て
い
る
。
「
本
記
」
の
ま
ま
か
ど
う
か
、
『
霊
異
記
』
の
表

現
に
は
漂
着
木
の
出
現
の
様
子
、
性
格
を
具
体
化
し
よ
う
と
す
る
傾
向
が
み
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

る
。
梵
音
は
、
『
法
華
経
』
方
便
品
等
に
依
拠
し
て
楽
器
名
を
あ
げ
、
樟
木
も

雷
神
信
仰
に
か
か
わ
ら
せ
て
露
震
し
た
楠
と
す
る
。
こ
こ
は
仏
教
的
性
格
と
と

も
に
固
有
信
仰
を
意
識
し
た
表
現
に
な
っ
て
い
る
。
な
お
発
光
の
様
子
に

「
夜
」
を
加
え
た
点
は
や
や
説
明
的
で
あ
る
。
光
を
伴
っ
て
出
現
す
る
寄
り
来

る
さ
ま
は
記
紀
の
大
物
主
神
の
出
現
条
に
も
み
え
る
が
、
こ
こ
で
は
後
に
み
る

中
国
の
仏
像
漂
着
伝
承
に
依
拠
す
る
の
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
伝
承
の
形
成
に
つ
い
て
は
す
で
に
多
く
の
論
が
あ
り
、
問
題
点
も
整
理

　
　
　
　
＠

さ
れ
て
い
る
が
、
当
時
の
伝
承
の
あ
り
よ
う
か
ら
す
る
と
基
本
的
に
は
、
や
は

り
中
国
等
の
仏
教
説
話
と
日
本
の
霊
木
伝
承
や
寄
り
来
る
神
の
モ
チ
ー
フ
と
も

　
　
　
　
　
仏
像
霊
異
謂
の
受
容
と
変
容

か
か
わ
ら
せ
な
が
ら
完
成
さ
れ
た
伝
承
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。
金
宅
圭
氏
が

　
¢
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　

紹
介
さ
れ
、
竹
居
明
男
氏
の
示
さ
れ
た
「
栢
栗
寺
重
修
記
」
の
伝
承
ば
、

　
　
昔
、
新
羅
三
十
二
（
一
カ
）
、
神
文
の
世
、
木
有
り
て
東
海
よ
り
来
り
て

　
開
雲
浦
に
入
り
、
東
流
す
る
こ
と
七
日
、
時
に
這
、
唐
人
僧
理
来
有
り
。
国

　
中
に
入
り
て
率
居
に
改
名
す
。
尽
き
た
る
物
の
霊
を
生
ぜ
り
と
信
向
す
る
者

　
衆
し
。
王
、
率
居
に
命
じ
て
詔
を
奉
り
往
き
て
見
し
む
。
し
か
し
て
言
を
納

　
じ
て
日
は
く
、
「
梅
（
栴
カ
）
檀
の
香
木
、
仏
土
よ
り
来
れ
り
。
第
一
の
無

　
価
の
宝
な
り
」
と
。
是
に
大
王
、
其
の
木
を
以
て
、
ま
た
率
居
に
命
じ
て
観

　
音
を
三
像
作
ら
し
め
て
三
寺
を
翔
立
す
。
一
は
栢
栗
と
日
ひ
、
二
は
衆
生
と

　
日
ひ
、
三
は
敏
蔵
と
日
ふ
。
三
像
を
安
ず
。
云
々
。

と
い
う
も
の
で
、
欽
明
紀
の
伝
承
に
近
い
内
容
を
も
つ
。
し
か
し
「
栢
栗
寺
重

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

修
記
」
は
万
暦
三
十
六
（
ニ
ハ
○
八
）
年
戊
申
の
成
立
で
、
本
話
も
寺
院
建
立

縁
起
で
あ
り
な
が
ら
、
『
三
国
遺
事
』
へ
の
引
用
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
後
世

の
も
の
と
み
な
さ
れ
よ
う
か
ら
、
欽
明
紀
の
伝
承
の
成
立
を
考
察
す
る
資
料
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
０

は
な
り
え
な
い
。
竹
居
氏
の
指
摘
の
ご
と
く
、
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
・
『
扶
桑
略

記
』
な
ど
の
伝
承
に
対
比
さ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

　
中
国
の
寄
り
来
る
神
型
の
仏
像
水
辺
出
現
伝
承
は
『
感
通
録
』
に
「
西
晋
呉

郡
石
像
浮
江
縁
三
」
、
「
東
晋
楊
郡
金
像
出
渚
縁
五
」
、
「
東
晋
呉
興
金
像
出
水
縁

八
」
、
「
唐
確
州
郵
県
金
像
出
濃
縁
四
十
七
」
な
ど
が
み
え
る
。
「
東
晋
楊
郡
金

像
出
渚
縁
五
」
は
「
浅
草
寺
縁
起
」
と
同
じ
く
金
像
が
網
に
か
か
る
伝
承
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
一



　
　
　
　
　
仏
像
霊
異
謂
の
受
容
と
変
容

る
。
ま
た
、
「
唐
薙
州
郭
県
金
像
出
濃
縁
四
十
七
」
は
排
仏
の
お
り
に
濃
水
の

底
に
沈
め
ら
れ
た
仏
像
が
光
り
を
放
っ
て
川
底
か
ら
引
き
上
げ
ら
れ
て
祭
ら
れ

る
話
で
、
善
光
寺
縁
起
と
の
関
係
で
注
目
し
う
る
点
も
あ
る
。
第
三
の
西
晋
の

伝
承
は
、
『
梁
高
僧
伝
』
巻
十
三
「
釈
慧
達
」
（
大
新
蔵
経
巻
第
五
十
）
に
出
る

も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
、

　
　
西
晋
の
懸
帝
の
建
興
元
年
、
呉
郡
呉
県
の
松
江
渥
漬
口
に
漁
者
率
れ
り
。

　
遥
か
に
海
中
に
二
人
有
り
て
、
現
に
水
上
に
浮
か
ぶ
を
見
る
。
漁
人
、
海
神

　
な
る
か
と
疑
ひ
、
巫
祝
、
備
牲
牢
を
延
き
て
以
て
迎
ふ
。
風
涛
い
よ
い
よ
盛

　
に
し
て
骸
櫻
し
て
返
る
。
復
、
五
斗
米
道
を
奉
ず
る
黄
老
の
徒
有
り
て
日
は

　
く
、
「
斯
れ
天
師
な
り
。
復
共
に
往
き
て
接
へ
む
」
と
い
ふ
。
風
浪
初
の
如

　
し
。
仏
を
奉
ず
る
居
士
、
呉
県
華
里
の
朱
贋
有
り
。
聞
き
て
嘆
き
て
日
は
く
、

　
「
将
に
大
覚
の
垂
降
に
非
ざ
ら
む
や
」
と
い
ひ
て
、
乃
ち
、
潔
斎
し
て
、
東

　
雲
寺
串
尼
及
び
信
仏
者
数
人
と
共
に
漬
口
に
至
る
。
稽
首
し
て
之
を
延
く
に
、

　
風
波
遂
に
静
ま
る
。
江
に
浮
き
た
る
二
人
、
潮
に
随
ひ
て
浦
に
入
る
。
漸
に

　
近
づ
き
漸
に
明
に
な
れ
ば
、
乃
ち
石
像
な
る
こ
と
を
知
る
。
将
に
捧
げ
接
へ

　
む
と
欲
ふ
に
、
人
力
未
だ
展
は
ず
、
柳
か
試
み
に
撃
ぐ
る
に
、
瓢
然
と
し
て

　
起
ち
、
便
ち
挙
り
て
通
玄
寺
に
還
る
。
像
の
背
銘
を
看
る
に
、
一
名
は
惟
衛
、

　
二
名
は
迦
葉
な
り
。
帝
代
を
測
れ
ず
。
し
か
し
て
辞
迩
分
明
な
り
。
云
々
。

と
い
う
。
仏
像
は
二
体
で
、
仏
教
信
者
の
迎
え
を
待
っ
て
寄
り
来
た
と
い
う
。

津
田
左
右
吉
氏
は
『
梁
高
僧
伝
』
巻
六
「
釈
慧
遠
」
（
大
新
蔵
経
巻
第
五
十
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
二

に
み
え
る
漁
師
の
知
ら
せ
で
海
中
か
ら
阿
育
王
の
像
を
迎
え
た
伝
承
と
と
も
に
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

欽
明
紀
の
伝
承
の
粉
本
と
さ
れ
た
。
と
も
に
そ
の
ま
ま
欽
明
紀
等
に
対
応
す
る

モ
チ
ー
フ
は
な
い
が
注
目
す
べ
き
も
の
で
あ
る
。
『
仏
祖
統
紀
』
に
も
み
え
る

よ
う
に
、
中
国
で
は
の
ち
ま
で
継
承
さ
れ
る
。
し
か
し
、
日
本
で
は
仏
像
の
水

辺
出
現
伝
承
の
成
立
は
中
世
に
下
り
、
「
長
谷
寺
縁
起
」
で
も
御
衣
木
の
出
現

と
そ
の
霊
異
を
語
る
。
し
た
が
っ
て
、
翻
案
の
直
接
的
素
材
と
は
い
い
え
な
い

が
、
現
時
点
で
は
こ
れ
ら
霊
異
を
伴
っ
て
海
辺
に
出
現
す
る
仏
像
の
伝
承
が
こ

の
伝
承
形
成
の
背
景
に
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。
も
と
よ
り
中
国
の
ば
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

い
も
像
の
素
材
の
出
現
を
説
く
伝
承
は
あ
る
。
竹
居
氏
に
指
摘
の
あ
る
と
お
り
、

素
材
は
木
で
は
な
く
、
石
で
あ
る
。
石
は
古
代
の
伝
承
で
は
と
く
に
性
格
づ
け

ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
『
歴
代
三
宝
紀
』
第
三
（
大
新
蔵
経
第
四
十
九
）
、

斉
の
武
帝
の
永
明
四
年
条
に
見
え
る
、

　
　
三
月
一
日
、
石
の
重
さ
数
十
斜
な
る
有
り
。
海
よ
り
浮
び
て
江
に
入
る
。

　
取
り
て
以
て
献
る
。
襲
り
て
像
の
坐
せ
る
を
為
る
。
高
さ
三
尺
な
り
。

と
い
う
伝
承
や
、
『
南
斉
書
』
志
第
十
の
、

　
　
七
年
主
書
朱
霊
譲
、
析
江
に
お
い
て
霊
石
を
得
た
り
。
十
人
挙
ぐ
れ
ば
乃

　
ち
起
が
り
、
水
に
在
れ
ば
深
さ
三
尺
に
し
て
浮
く
。
世
祖
、
親
ら
天
淵
池
に

　
投
げ
て
之
を
試
み
る
。
刻
み
て
仏
像
と
為
す
。

で
、
こ
の
よ
う
に
石
仏
の
素
材
の
出
現
で
は
あ
る
が
、
当
然
視
野
に
い
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
し
、
日
本
の
ば
あ
い
、
『
文
徳
天
皇
実
録
』
斉
衡
三
年



十
二
月
二
十
九
日
条
に
薬
師
仏
が
石
の
姿
で
大
洗
磯
崎
の
海
岸
に
出
現
し
た
伝

承
も
み
え
る
が
、
石
が
浮
い
て
来
る
と
い
う
伝
承
は
受
け
入
れ
ら
れ
な
か
っ
た

の
か
、
石
神
は
と
も
か
く
他
に
例
を
み
な
い
。
仁
徳
紀
に
は
河
内
の
菟
寸
河

（
後
の
和
泉
国
の
内
）
の
巨
木
や
推
古
紀
二
十
六
年
条
の
露
震
の
木
に
よ
る
造

船
伝
承
が
あ
る
よ
う
に
霊
木
伝
承
を
視
野
に
い
れ
な
が
ら
展
開
さ
れ
た
可
能
性

が
お
お
き
く
、
外
来
信
仰
と
固
有
信
仰
を
習
合
せ
し
め
つ
つ
形
成
さ
れ
た
典
型

的
な
伝
承
と
い
い
え
る
。
も
っ
と
も
、
大
井
河
に
流
出
し
た
巨
木
（
仁
徳
紀
六

十
二
年
五
月
条
）
や
近
江
国
の
栗
太
郡
の
柞
一
『
今
昔
物
語
集
』
巻
第
三
十
一

第
三
十
七
語
）
な
ど
の
よ
う
に
、
日
本
の
場
合
け
っ
し
て
巨
木
イ
コ
ー
ル
霊
木

と
は
い
え
な
い
。
仁
徳
記
や
応
神
紀
の
焦
尾
琴
伝
承
と
も
か
か
わ
る
枯
野
伝
承

の
ご
と
き
霊
木
伝
承
の
成
立
に
は
、
逆
に
中
国
の
仏
像
漂
着
伝
承
を
視
野
に
入

れ
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
の
霊
木
に
梵
音
も
し
く
は
楽
器
等
の
音
声
を
伴
っ
て
い
た
と
す
る
モ
チ
ー

フ
は
、
中
国
で
は
仏
像
等
の
水
辺
出
現
伝
承
に
は
な
い
が
、
仏
教
関
係
の
も
の

で
は
『
珠
林
』
巻
第
十
四
に
収
め
ら
れ
た
「
唐
代
州
五
台
山
像
変
現
出
声
縁
」

が
あ
り
、
「
会
蹟
が
皇
帝
（
唐
・
高
宗
一
の
命
で
竜
朔
二
年
（
六
六
二
）
の
初

に
井
州
で
故
寺
を
修
理
す
こ
と
に
な
り
、
台
中
に
詣
で
て
二
塔
と
文
殊
師
利
の

像
を
修
理
さ
せ
た
と
き
、
塔
の
間
か
ら
絶
え
問
な
く
鍾
声
が
振
発
す
る
の
を
聞

い
た
」
と
い
う
。
こ
れ
は
六
六
二
年
以
後
の
成
立
で
あ
ろ
う
し
、
『
珠
林
』
の

成
立
も
唐
の
総
章
元
年
（
六
六
八
）
で
あ
る
し
、
欽
明
紀
の
伝
承
の
形
成
の
時

　
　
　
　
　
仏
像
霊
異
謂
の
受
容
と
変
容

期
も
明
確
で
は
な
い
か
ら
、
直
接
影
響
し
た
と
は
い
い
が
た
い
。
し
か
し
、
さ

き
に
み
た
梁
の
粛
子
顕
の
撰
と
さ
れ
る
『
南
斉
書
』
志
第
十
に
は
万
歳
山
の
澗

で
「
異
響
」
を
聞
い
て
「
古
鍾
」
を
得
た
と
か
、
巌
間
に
常
に
雲
気
が
留
り
、

「
声
響
有
り
て
撤
き
こ
と
竜
の
吟
の
若
」
き
を
尋
ね
、
夜
、
光
り
が
あ
る
の
に

よ
っ
て
「
古
鍾
」
を
得
た
と
い
っ
た
伝
承
が
み
え
る
。
こ
う
し
た
も
の
を
視
野

に
い
れ
る
と
、
欽
明
紀
の
伝
承
は
中
国
の
仏
像
お
よ
び
仏
像
の
素
材
漂
着
の
モ

チ
ー
フ
や
「
異
響
」
に
よ
っ
て
鐘
を
得
る
モ
チ
ー
フ
、
さ
ら
に
は
日
本
の
寄
り

来
る
神
の
モ
チ
ー
フ
や
霊
木
伝
承
な
ど
多
様
な
モ
チ
ー
フ
が
総
合
さ
れ
っ
っ
形

成
さ
れ
た
み
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
『
霊
異
記
』
は
こ
れ
を
改
変
し
た
の
で
あ
る
が
、
仏
像
霊
異
謹
に
は
外
来
の

モ
チ
ー
フ
を
導
入
し
て
日
本
人
に
な
じ
み
易
い
も
の
に
変
化
せ
し
め
つ
つ
形
成

さ
れ
た
と
み
な
し
え
る
も
の
が
多
い
。

　
先
に
ふ
れ
た
よ
う
に
長
谷
寺
縁
起
は
こ
の
御
衣
木
を
霊
木
と
す
る
漂
着
伝
承

の
流
れ
で
形
成
さ
れ
た
が
、
浅
草
寺
縁
起
や
甚
目
寺
縁
起
（
『
一
遍
上
人
絵

伝
』
）
な
ど
は
中
国
の
仏
像
漂
着
謹
の
直
接
的
な
影
響
の
も
と
に
形
成
さ
れ
、

海
辺
の
地
方
寺
院
縁
起
（
た
と
え
ば
『
但
州
城
崎
温
泉
寺
観
音
井
湯
之
縁
起
』

な
ど
）
に
継
承
さ
れ
て
い
く
の
で
あ
り
、
内
陸
部
の
寺
な
が
ら
善
光
寺
の
縁
起

な
ど
も
大
き
く
は
こ
う
し
た
流
れ
の
な
か
に
あ
る
。

…
二



仏
像
霊
異
謂
の
受
容
と
変
容

（
三
）
　
火
災
に
あ
っ
て
逃
げ
だ
し
た
像
の
伝
承

　
仏
像
が
動
く
と
い
う
霊
異
は
、
仏
の
二
番
目
の
像
と
さ
れ
る
金
像
に
あ
っ
た

こ
と
、
ま
た
、
儒
教
の
孝
子
伝
に
も
影
響
し
て
丁
蘭
の
木
母
が
生
相
を
示
し
た

と
の
伝
承
が
形
成
さ
れ
た
こ
と
は
す
で
に
み
た
。
し
か
し
霊
異
は
霊
木
で
作
ち

れ
た
仏
像
ば
か
り
に
現
れ
る
わ
け
で
は
な
い
。
法
身
が
常
在
す
る
以
上
、
そ
の

依
代
と
し
て
の
仏
像
す
べ
て
に
霊
異
は
現
れ
え
る
。
中
巻
第
三
十
七
縁
が
説
く

の
は
、
火
災
に
際
し
て
仏
像
が
自
ら
逃
れ
た
と
い
う
霊
異
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、

　
　
聖
武
天
皇
の
み
世
に
、
泉
の
国
泉
の
郡
の
部
内
珍
努
の
上
の
山
寺
に
、
正

　
観
自
在
菩
薩
の
木
像
を
居
ゑ
ま
つ
り
、
敬
ひ
供
ふ
。
時
に
失
火
し
て
、
其
の

　
仏
殿
を
焼
く
。
彼
の
菩
薩
の
木
像
、
焼
け
る
殿
よ
り
、
出
づ
る
こ
と
二
丈
許

　
に
し
て
、
伏
し
て
損
ふ
こ
と
な
か
り
き
。
（
以
下
略
）

と
い
う
。
話
の
内
容
は
ず
い
ぶ
ん
簡
単
な
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
伝
説
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

て
現
代
に
ま
で
展
開
し
て
い
る
例
も
あ
る
。
像
が
動
い
た
と
す
る
と
こ
ろ
は
原

型
的
モ
チ
ー
フ
を
継
承
し
て
い
る
が
、
も
と
よ
り
直
線
的
な
展
開
で
は
な
い
。

　
す
で
に
『
感
通
録
』
に
は
「
晴
蒋
州
輿
皇
寺
焚
像
移
縁
三
十
六
」
が
み
え
て

お
り
、
火
災
に
あ
た
っ
て
災
難
を
避
け
る
た
め
に
像
が
動
い
た
モ
チ
ー
フ
は
展

開
さ
れ
て
い
た
。
し
か
も
像
が
動
く
契
機
と
し
て
の
火
災
へ
の
遭
遇
は
、
「
斉

番
萬
石
像
遇
火
軽
挙
縁
二
十
五
」
や
「
周
晋
州
霊
石
寺
石
像
縁
三
十
三
」
な
ど

に
も
共
通
す
る
も
の
で
、
檀
像
の
伝
承
か
ら
す
る
と
後
次
的
バ
リ
エ
イ
シ
ョ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
四

が
加
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『
珠
林
』
も
収
め
る
「
晴
蒋
州
興
皇
寺
焚
像

移
縁
三
十
六
」
は
、

　
　
陪
の
開
皇
中
、
蒋
州
興
皇
寺
の
仏
殿
、
焚
け
き
。
当
に
丈
六
の
金
銅
大
像

　
井
に
二
菩
薩
陽
は
る
。
倶
に
長
、
丈
六
な
り
。
其
の
模
は
願
に
戴
き
て
造
る
。

　
正
棟
の
下
に
当
る
。
時
に
火
炎
大
に
盛
り
な
り
。
衆
人
手
を
挟
き
て
、
成
く

　
嵯
き
悼
む
。
大
像
融
滅
せ
ん
と
す
る
に
、
忽
ち
、
飲
に
起
ち
て
南
に
一
歩
移

　
る
を
見
る
に
、
棟
の
梁
擢
け
下
る
。
像
全
き
形
を
得
た
り
。
四
面
の
甑
瓦
木

　
炭
は
皆
、
像
身
を
去
る
こ
と
五
六
尺
許
り
な
り
。
火
焚
を
被
ふ
る
と
難
も
、

　
金
色
変
ら
ず
。
（
以
下
略
）

と
説
い
て
い
る
。
像
は
立
っ
て
棟
の
梁
が
落
ち
て
く
る
の
を
避
け
た
だ
け
で
、

火
の
中
か
ら
逃
れ
る
こ
と
は
せ
ず
、
火
に
囲
ま
れ
な
が
ら
も
損
な
う
と
こ
ろ
は

な
か
っ
た
と
す
る
。
し
か
し
、
一
歩
で
あ
れ
、
像
が
歩
行
し
た
モ
チ
ー
フ
を
も

つ
。
中
国
で
は
後
に
見
る
他
の
霊
異
講
に
も
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
み
え
、
ま
た
後

の
、
宋
の
成
淳
五
年
（
二
エ
ハ
九
）
の
成
立
に
な
る
『
仏
祖
統
紀
』
に
も
、

　
（
晋
）
孝
武
。
安
法
師
、
檀
渓
寺
に
銅
像
を
造
る
。
能
く
自
ら
起
ち
て
行
く
。

　
光
を
放
ち
天
に
燭
す
。

と
説
き
、
継
承
さ
れ
て
い
る
。
『
霊
異
記
』
の
も
の
は
、
こ
の
像
が
動
い
た
点

が
強
調
さ
れ
て
お
り
、
火
災
そ
の
も
の
か
ら
脱
出
し
た
と
し
て
い
る
点
で
、
や

や
異
な
る
。
モ
チ
ー
フ
に
相
違
が
あ
る
以
上
、
『
霊
異
記
』
中
巻
第
三
十
七
縁

は
興
皇
寺
の
伝
説
の
翻
案
と
は
い
い
が
た
い
け
れ
ど
も
、
同
様
に
火
災
と
い
う



状
況
の
な
か
で
像
が
動
き
を
見
せ
た
と
説
く
話
で
あ
り
、
こ
う
し
た
も
の
を
日

本
的
な
モ
チ
ー
フ
で
展
開
し
た
と
考
え
る
こ
と
は
で
き
よ
う
。
す
く
な
く
と
も

伝
来
さ
れ
て
お
れ
ば
、
前
者
の
形
成
さ
れ
る
契
機
に
は
な
り
え
た
。

　
伝
承
形
成
の
時
代
は
明
確
で
な
い
が
、
『
三
国
遺
事
』
に
は
、
九
九
二
年
以

後
の
こ
と
と
し
て
、
衆
生
寺
の
三
所
観
音
の
霊
験
を
、

　
　
又
、
一
夕
、
寺
門
に
火
災
有
り
。
聞
里
、
奔
り
救
は
む
と
し
て
、
堂
に
升

　
り
像
を
見
る
に
、
所
在
を
知
ら
ず
。
視
れ
ば
、
已
に
庭
の
中
に
立
ち
て
在
り
。

　
其
の
出
し
し
者
の
誰
な
る
か
を
問
ふ
に
、
皆
日
は
く
「
知
ら
ず
」
と
。
乃
ち

　
大
聖
の
霊
威
な
る
こ
と
を
知
る
。

と
伝
え
て
い
る
。
こ
れ
な
ど
は
『
霊
異
記
』
の
話
に
近
く
、
仏
教
の
流
布
す
る

と
こ
ろ
、
類
似
の
伝
承
が
形
成
さ
れ
る
こ
と
を
語
る
が
、
こ
こ
に
も
背
後
に
中

国
の
伝
承
が
存
在
し
た
と
み
て
よ
い
。

　
中
国
に
は
こ
の
他
、
石
像
が
火
災
に
あ
っ
て
運
び
出
さ
れ
る
と
き
軽
く
な
っ

た
と
い
う
モ
チ
ー
フ
が
『
感
通
録
』
の
「
斉
番
禺
石
像
遇
火
軽
挙
縁
二
十
五
」

に
あ
り
、
火
災
に
あ
い
な
が
ら
仏
像
だ
け
が
焼
け
な
か
っ
た
話
が
同
じ
く
『
珠

林
』
巻
第
十
四
の
「
唐
幽
州
漁
陽
県
失
火
像
不
壊
縁
」
に
み
え
る
。
こ
の
モ

チ
ー
フ
の
影
響
下
に
あ
る
か
ど
う
か
、
『
霊
異
記
』
に
も
火
の
中
に
あ
り
な
が

ら
焼
け
な
か
っ
た
こ
と
を
語
る
も
の
に
「
妻
、
死
に
し
夫
の
為
に
願
を
建
て
、

像
を
図
絵
し
、
験
あ
り
て
火
に
焼
け
ず
、
異
し
き
表
を
示
す
縁
」
（
上
巻
第
三

十
三
）
や
「
如
法
に
写
し
奉
る
法
華
経
、
火
に
焼
け
ぬ
縁
」
（
下
巻
第
十
）
が

　
　
　
　
　
仏
像
霊
異
謂
の
受
容
と
変
容

あ
る
。
火
の
中
に
あ
っ
て
も
焼
け
な
い
像
は
超
人
問
的
な
、
冒
し
が
た
い
威
厳

を
感
じ
さ
せ
る
。
『
霊
異
記
』
に
も
こ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
は
受
容
さ
れ
て
は
い

る
が
、
火
災
に
あ
っ
て
堂
か
ら
逃
げ
出
す
像
の
モ
チ
ー
フ
に
は
ど
こ
か
に
人
間

的
な
ぬ
く
も
り
を
感
じ
さ
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
中
巻
第
三
十
七
縁
の
霊
異
謂

だ
け
で
は
な
い
が
、
中
国
の
霊
験
伝
承
を
日
本
人
の
感
性
に
合
わ
せ
つ
つ
受
容

し
た
こ
と
を
窺
わ
せ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。

（
四
）
　
仏
像
が
声
を
上
げ
る
伝
承

　
人
間
的
な
ぬ
く
も
り
と
い
え
ば
、
『
霊
異
記
』
に
は
、
仏
像
が
動
く
話
の
ほ

か
に
、
仏
像
が
声
を
あ
げ
る
話
が
あ
る
。
金
銅
像
の
ば
あ
い
は
、
盗
ま
れ
て
破

壊
さ
れ
る
音
が
通
行
人
に
は
助
け
を
求
め
る
声
に
聞
こ
え
た
と
い
う
話
が
二
話

（
中
巻
第
二
十
二
縁
・
第
二
十
三
縁
）
あ
る
。
私
鋳
銭
鋳
造
な
ど
と
か
か
わ
る

話
で
あ
る
。
こ
の
類
の
像
が
声
を
あ
げ
る
話
は
中
国
に
は
み
え
な
い
日
本
独
自

の
モ
チ
ー
フ
の
よ
う
で
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
音
声
を
出
す
モ
チ
ー
フ
は
仏
舎
利
の

出
現
に
さ
い
し
て
声
が
あ
り
後
、
五
色
の
光
炎
を
放
っ
た
（
『
梁
高
僧
伝
』
巻

第
一
、
康
僧
会
）
と
か
、
銅
鍾
や
古
鍾
が
地
中
に
あ
っ
て
、
異
声
や
声
響
を
出

し
て
い
た
（
『
南
斉
書
』
志
第
十
）
と
い
っ
た
話
は
あ
る
が
、
そ
れ
ら
は
『
霊

異
記
』
の
よ
う
な
苦
し
み
の
声
で
は
な
い
。
『
霊
異
記
』
の
木
像
の
話
は
四
話

（
中
巻
第
二
十
六
縁
・
第
三
十
九
縁
・
下
巻
第
十
七
縁
・
第
二
十
八
縁
）
あ
る
。

　
こ
の
う
ち
下
巻
第
二
十
八
縁
は
像
の
首
が
蟻
に
か
ま
れ
れ
て
落
ち
る
話
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
五



　
　
　
　
　
仏
像
霊
異
謂
の
受
容
と
変
容

比
較
的
近
い
、
木
像
が
鼠
の
被
害
を
被
る
話
は
『
感
通
録
』
の
「
宋
湘
州
桐
盾

感
通
作
仏
光
縁
二
十
四
」
（
『
珠
林
』
巻
第
十
四
）
に
み
え
る
。
仏
像
が
鼠
に
足

を
か
じ
ら
れ
た
事
を
夢
に
よ
っ
て
旅
先
に
あ
る
持
ち
主
に
知
せ
た
と
い
い
、
声

を
あ
げ
る
モ
チ
ー
フ
は
な
い
。
直
接
の
影
響
関
係
を
い
い
え
る
と
こ
ろ
は
な
く
、

同
類
の
話
型
に
属
す
る
と
い
え
よ
う
か
。
夢
を
神
霊
と
人
間
の
通
信
回
路
と
し
、

夢
に
よ
っ
て
知
ら
せ
る
モ
チ
ー
フ
は
日
本
の
伝
承
に
も
し
ば
し
ば
見
え
る
け
れ

ど
も
、
下
巻
二
十
八
縁
は
像
が
直
接
声
を
あ
げ
た
と
い
う
。
日
本
に
お
け
る
苦

し
み
の
声
を
あ
げ
る
モ
チ
ー
フ
の
流
布
を
思
わ
せ
る
。

　
中
巻
第
三
十
九
縁
「
薬
師
佛
の
木
像
、
水
に
流
さ
れ
て
沙
に
埋
も
れ
、
露
し

き
表
を
示
す
縁
」
は
、
地
中
か
ら
像
が
出
現
す
る
話
型
に
属
す
る
が
、
こ
れ
は

砂
に
埋
も
れ
た
像
が
助
け
を
求
め
る
声
を
上
げ
て
い
た
の
が
発
見
の
契
機
に
な

っ
た
と
説
く
。
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　
　
駿
河
の
國
と
遠
江
の
國
の
堺
に
河
有
り
。
名
づ
け
て
大
井
河
と
日
ふ
。
そ

　
の
河
の
上
に
鵜
田
の
里
有
り
。
是
れ
遠
江
の
國
榛
原
の
郡
の
部
内
な
り
。
奈

　
良
宮
に
天
の
下
を
治
め
た
ま
ひ
し
大
炊
の
天
皇
の
御
世
、
天
平
實
字
二
年
戊

　
戌
の
春
三
月
に
、
そ
の
鵜
田
の
里
の
河
の
邊
の
沙
の
中
に
音
有
り
て
、
我
を

　
取
れ
我
を
取
れ
と
日
ふ
。
時
に
僧
有
り
て
、
國
を
経
て
行
ひ
、
そ
こ
を
過
ぐ

　
る
當
の
時
、
我
を
取
れ
と
日
ふ
音
、
猶
し
止
ま
ず
。
僧
呼
び
求
む
る
を
避
遁

　
に
聞
く
こ
と
得
た
り
。
沙
の
底
に
音
の
有
る
は
、
埋
れ
た
る
死
人
の
蘇
還
た

　
る
な
り
と
思
ふ
。
掘
り
て
見
る
に
薬
師
佛
の
木
像
有
り
。
高
さ
六
尺
五
寸
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
六

　
左
右
の
耳
鉄
け
た
り
。
敬
穫
し
て
突
き
、
「
我
が
大
師
、
何
の
過
失
か
有
り

　
て
、
是
の
水
難
に
遇
ひ
た
ま
ふ
。
縁
有
り
て
偶
に
値
へ
り
。
願
は
く
は
我
、

　
修
理
し
た
て
ま
つ
ら
ん
」
と
言
ふ
。
知
識
を
引
率
し
、
佛
師
を
勘
請
し
て
、

　
佛
の
耳
を
造
ら
し
む
。
鵜
田
の
里
に
堂
を
造
り
、
尊
像
を
居
ゑ
て
供
養
す
。

　
今
號
け
て
鵜
田
堂
と
日
ふ
。

　
　
是
の
佛
の
像
、
験
有
り
て
光
を
放
つ
。
願
ふ
と
こ
ろ
能
く
與
へ
た
ま
ふ
が

　
故
に
、
道
俗
蹄
敬
す
。
俸
へ
聞
く
、
優
填
の
檀
像
、
穫
敬
を
致
し
、
丁
蘭
の

　
木
母
は
動
き
て
生
け
る
形
を
示
す
と
は
、
其
れ
斯
れ
を
謂
ふ
な
り
。

こ
の
最
後
の
教
戒
注
文
で
は
、
さ
き
に
触
れ
た
優
填
の
檀
像
と
丁
蘭
の
木
母
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＠

意
識
し
て
い
る
が
、
こ
の
一
文
が
『
諸
経
要
集
』
の
一
節
に
依
拠
す
る
な
ら
、

注
者
が
優
填
の
檀
像
と
丁
蘭
の
木
母
の
話
を
直
接
読
ん
だ
り
聞
い
た
り
し
て
の

感
想
と
い
え
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
最
初
に
触
れ
た
よ
う
に
優
填
の

檀
像
の
霊
異
課
も
、
孝
子
伝
中
の
丁
蘭
の
木
母
の
話
も
よ
く
知
ら
れ
て
い
て
、

そ
の
知
識
は
注
者
の
念
頭
に
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
。

　
こ
こ
に
み
え
る
地
中
か
ら
仏
像
を
得
る
モ
チ
ー
フ
は
『
梁
高
僧
伝
』
巻
士
二

「
釈
慧
達
」
、
『
感
通
録
』
や
『
珠
林
』
に
も
み
え
る
が
、
い
さ
さ
か
様
相
は
異

な
る
。
『
感
通
録
』
の
「
南
呉
建
郡
金
像
従
地
出
縁
二
」
（
『
珠
林
』
巻
第
十
三
）

は
建
都
の
後
園
で
地
を
平
し
て
金
像
一
躯
を
得
た
と
い
う
ば
か
り
で
、
発
見
の

契
機
と
な
っ
た
霊
異
を
説
か
な
い
。
他
は
霊
異
を
説
く
。
釈
慧
達
伝
に
は
光
に

よ
っ
て
舎
利
の
は
い
っ
た
函
を
掘
り
出
す
モ
チ
ー
フ
も
み
え
、
祥
瑞
た
る
鐘
や



銭
な
ど
を
掘
り
出
す
モ
チ
ー
フ
も
あ
る
。
晋
の
時
代
に
張
候
の
橋
浦
の
う
ち
で

一
金
像
を
掘
り
だ
す
と
「
育
王
第
四
女
所
造
」
の
梵
語
の
銘
が
あ
り
、
像
の
要

請
で
長
干
寺
に
安
置
し
た
が
、
後
に
海
を
寄
り
き
た
朕
が
こ
れ
に
ぴ
っ
た
り
合

っ
た
と
い
う
。
こ
れ
は
『
感
通
録
』
に
「
東
晋
楊
郡
金
像
出
渚
縁
五
」
と
し
て

引
か
れ
、
『
仏
祖
統
紀
』
巻
第
五
十
三
に
も
異
伝
が
み
え
る
。
『
感
通
録
』
の

「
宋
東
陽
銅
像
従
地
出
縁
十
八
」
一
『
珠
林
』
巻
第
十
三
一
は
、
火
を
か
け
て
も

焼
け
な
い
草
叢
を
不
思
議
に
思
っ
て
掘
る
と
仏
像
が
出
現
し
た
と
説
く
。
ま
た

「
唐
坊
州
石
像
出
山
現
縁
四
十
」
（
『
珠
林
』
巻
第
十
四
）
も
、
鹿
が
常
に
群
れ

て
い
る
山
上
の
様
子
を
不
思
議
に
思
っ
て
掘
る
と
、
高
さ
一
丈
四
尺
許
り
の
石

像
を
得
、
古
老
は
迦
葉
仏
の
時
の
像
だ
と
解
し
た
と
説
く
。
『
霊
異
記
』
中
巻

十
七
で
は
池
に
沈
め
ら
れ
た
仏
像
が
鷺
を
出
現
さ
せ
た
と
説
く
の
に
近
い
モ

チ
ー
フ
と
い
え
る
か
も
し
れ
な
い
。
鹿
は
、
『
霊
異
記
』
で
は
妙
見
菩
薩
の
化

身
も
し
く
は
使
い
と
し
て
一
上
巻
第
三
十
四
縁
・
下
巻
第
五
縁
）
み
え
る
。

「
東
晋
東
披
門
金
像
出
地
縁
十
一
」
（
『
珠
林
』
巻
第
十
三
一
は
、
東
晋
の
義
煕

元
年
に
司
徒
王
誼
が
東
抜
門
の
東
で
人
を
待
っ
て
い
る
と
き
、
地
面
か
ら
五
色

の
光
が
出
て
い
る
の
を
見
て
驚
き
、
掘
る
と
ま
ず
古
形
の
銅
盤
が
出
、
下
か
ら

得
た
高
さ
四
尺
の
金
像
は
孫
暗
の
育
王
の
像
と
同
じ
で
あ
っ
た
と
い
う
。
こ
れ

は
『
仏
祖
統
紀
』
巻
第
五
十
三
に
も
時
代
や
仏
像
の
高
さ
は
異
な
る
詑
伝
と
し

て
み
え
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
、
や
は
り
『
仏
祖
統
紀
』
に
簡
潔
な
が
ら
や
や

暖
昧
な
か
た
ち
で
採
話
さ
れ
て
い
る
『
感
通
録
』
の
「
宋
浦
中
金
像
光
現
及
出

　
　
　
　
　
仏
像
霊
異
謂
の
受
容
と
変
容

縁
二
十
Ｌ
（
『
珠
林
』
巻
第
十
四
一
は
、

　
　
宋
元
嘉
十
四
（
四
三
七
）
年
、
孫
彦
曽
の
家
は
世
に
仏
を
奉
じ
、
妾
王
恵

　
称
も
、
少
く
し
て
信
向
す
。
年
大
に
し
て
い
よ
い
よ
篤
し
。
『
法
花
経
』
を

　
謂
す
る
に
、
靱
ち
浦
の
中
に
雑
の
色
の
光
り
有
る
を
見
る
。
人
を
し
て
掘
ら

　
し
む
る
に
、
深
さ
二
尺
に
し
て
、
金
像
の
光
れ
る
朕
に
連
れ
る
を
得
た
り
。

　
高
さ
二
尺
一
寸
。
朕
の
銘
に
云
は
く
、
「
建
武
六
（
三
四
〇
）
年
歳
庚
子
に

　
在
り
。
瓦
官
寺
の
道
人
法
新
・
僧
行
造
る
と
こ
ろ
な
り
。
即
ち
磨
螢
を
加

　
ふ
」
と
い
ふ
。

と
説
く
。

　
こ
こ
に
も
、
『
法
華
経
』
な
ど
に
も
み
え
る
、
仏
が
眉
間
か
ら
光
を
放
っ
て

三
千
大
千
世
界
を
照
ら
す
モ
チ
ー
フ
に
依
拠
し
て
形
成
さ
れ
た
か
と
想
像
さ
れ
、

中
国
の
仏
菩
薩
像
の
霊
異
謂
の
一
つ
の
特
徴
と
み
な
し
え
る
、
仏
像
の
威
厳
あ

る
霊
異
や
仏
像
の
超
人
問
的
存
在
で
あ
る
こ
と
を
強
調
す
る
の
に
相
応
し
い
、

仏
像
が
光
を
放
つ
モ
チ
ー
フ
は
用
い
ら
れ
て
い
る
。

　
し
か
し
中
国
の
仏
像
霊
異
謂
で
は
迦
葉
仏
の
時
や
育
王
伝
説
を
踏
ま
え
て
仏

教
の
神
話
的
時
代
や
古
代
に
埋
ま
っ
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
り
、
作
ら
れ
た
も

の
で
あ
る
と
大
仰
に
説
く
も
の
が
多
く
目
に
つ
く
な
か
で
、
こ
の
恵
称
の
話
は

約
百
年
前
に
僧
に
よ
っ
て
作
ら
れ
た
像
が
、
何
ら
か
の
事
情
で
埋
ま
っ
て
い
た

と
説
い
て
お
り
、
砂
の
中
か
ら
光
を
放
っ
て
掘
り
出
さ
れ
た
モ
チ
ー
フ
を
も
つ

も
の
の
、
中
国
の
地
中
や
海
辺
で
発
見
さ
れ
る
仏
像
と
し
て
は
や
や
異
例
で
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
七



　
　
　
　
　
仏
像
霊
異
講
の
受
容
と
変
容

中
巻
第
三
十
九
縁
に
比
較
的
近
い
。
大
仰
な
仏
像
の
由
来
が
説
か
れ
る
の
は
天

竺
に
仏
教
の
興
隆
し
た
時
点
で
中
国
も
仏
教
の
圏
内
に
含
ま
れ
て
い
た
の
で
あ

る
と
の
主
張
が
こ
め
ら
れ
て
お
り
、
中
華
を
主
張
す
る
国
ら
し
い
伝
承
と
い
え

よ
・
つ
。

　
像
が
光
を
放
つ
伝
承
に
つ
い
て
み
る
と
『
霊
異
記
』
に
も
金
鷲
寺
の
神
王
像

が
蹟
か
ら
王
宮
ま
で
光
を
放
っ
た
（
中
巻
第
二
十
一
縁
）
と
い
う
よ
う
に
あ
り

は
す
る
が
、
稀
で
あ
る
。
砂
に
埋
も
れ
な
が
ら
声
を
上
げ
て
助
け
を
求
め
た
と

こ
こ
で
は
い
う
が
、
す
で
に
見
た
よ
う
に
こ
の
モ
チ
ー
フ
は
全
部
で
六
例
あ
り
、

同
じ
く
神
秘
的
な
伝
承
で
あ
っ
て
も
人
問
的
で
、
こ
こ
で
も
体
温
の
感
じ
ら
れ

る
と
こ
ろ
に
、
や
は
り
日
本
人
の
好
み
も
あ
ら
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
み
え
る
。

す
く
な
く
と
も
「
辺
土
粟
散
の
地
」
に
住
む
景
戒
の
選
ん
だ
奈
良
時
代
の
伝
承

は
つ
つ
ま
し
や
か
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
『
三
国
遺
事
』
巻
第
三
に
よ
っ
て
新
羅
の
生
義
寺
の
石
の
弥
勒

の
伝
承
を
み
て
み
る
と
、

　
　
善
徳
王
の
時
、
釈
生
義
、
常
に
道
中
寺
に
住
す
。
夢
に
僧
有
り
て
南
山
に

　
引
き
上
り
て
行
く
。
草
を
結
ば
し
め
て
、
標
と
し
、
山
の
南
の
洞
に
至
る
。

　
謂
ひ
て
日
は
く
、
「
我
此
処
に
埋
も
れ
り
。
請
ふ
、
師
出
し
て
嶺
の
上
に
安

　
ん
ぜ
よ
」
と
い
ふ
。
既
に
覚
む
。
友
人
と
標
し
所
を
尋
ぬ
。
そ
の
洞
に
至
り

　
て
地
を
掘
る
。
石
の
弥
勒
有
り
て
出
づ
。
三
花
嶺
の
上
に
置
く
。
云
々
。

と
あ
り
、
夢
の
お
告
げ
を
も
ち
い
て
弥
勒
は
地
中
に
あ
る
こ
と
を
告
げ
る
。
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
八

為
的
で
な
い
像
が
地
中
か
ら
出
現
す
る
と
い
う
意
味
で
は
、
中
国
の
伝
承
の
影

響
下
に
あ
り
な
が
ら
、
中
国
的
な
誇
大
な
意
味
付
け
を
せ
ず
、
一
般
的
な
夢
の

お
告
げ
に
改
変
し
て
い
る
と
こ
ろ
は
、
こ
れ
も
ま
た
日
本
の
日
常
性
の
な
か
に

と
り
こ
ま
れ
た
伝
承
と
の
中
問
的
な
位
置
を
占
め
て
い
る
と
い
え
る
。

　
と
も
あ
れ
中
巻
第
三
十
七
縁
は
中
国
の
仏
像
が
地
中
か
ら
掘
り
出
さ
れ
る
話

の
机
上
の
翻
案
で
な
く
、
大
井
川
の
側
の
鵜
田
堂
に
か
か
わ
っ
て
実
際
に
あ
っ

た
事
実
に
も
と
づ
い
て
形
成
さ
れ
た
説
話
で
あ
る
可
能
性
も
な
い
わ
け
で
は
な

い
。
声
を
出
す
モ
チ
ー
フ
さ
え
用
い
れ
ば
十
分
独
白
に
伝
承
を
形
成
し
え
た
。

し
か
し
、
地
中
に
あ
る
仏
像
が
霊
異
に
よ
っ
て
そ
の
存
在
を
告
げ
る
と
い
う
型

に
よ
っ
て
、
伝
承
が
整
備
さ
れ
て
き
た
可
能
性
も
否
定
で
き
な
い
。
こ
う
し
た

中
国
の
伝
承
を
視
野
に
い
れ
な
が
ら
も
、
日
本
の
伝
承
で
は
、
決
し
て
育
王
の

時
代
の
仏
と
い
わ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
『
霊
異
記
』
の
時
代
の
仏
教

の
置
か
れ
た
状
況
、
日
本
人
の
意
識
を
み
て
と
る
こ
と
が
で
き
よ
う
か
。

　
こ
と
に
、
中
巻
第
三
十
七
縁
で
は
、
「
河
の
邊
の
沙
の
中
に
音
有
り
て
、
我

を
取
れ
我
を
取
れ
と
日
ふ
」
、
そ
の
声
を
聞
い
た
経
国
遊
行
の
僧
は
、
最
初
、

「
埋
れ
た
る
死
人
の
蘇
還
た
る
な
り
と
思
」
う
。
そ
の
声
は
決
し
て
威
厳
の
あ

る
声
で
は
な
く
、
苦
し
み
の
声
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
水
害
に
遭
っ
て
、
砂
の

中
に
あ
る
こ
と
を
人
問
と
等
し
な
み
に
苦
と
と
ら
え
、
掘
り
出
し
て
「
左
右
の

耳
鉄
け
」
て
い
る
の
を
み
て
は
、
「
敬
程
し
て
突
き
、
『
我
が
大
師
、
何
の
過
失

か
有
り
て
、
是
の
水
難
に
遇
ひ
た
ま
ふ
。
縁
有
り
て
偶
に
値
へ
り
。
願
は
く
は



我
、
修
理
し
た
て
ま
つ
ら
ん
』
と
言
」
っ
た
と
い
う
。
像
を
超
人
聞
的
存
在
と

せ
ず
、
人
問
的
に
と
ら
え
て
そ
の
苦
し
み
を
自
ら
の
も
の
と
し
て
共
感
し
て
い

る
と
こ
ろ
が
あ
る
。

　
こ
れ
は
他
の
声
を
上
げ
る
像
の
伝
承
に
も
共
通
す
る
と
ら
え
方
で
あ
る
。
作

り
か
け
で
放
置
さ
れ
橋
に
用
い
ら
れ
て
踏
ま
れ
っ
づ
け
助
け
を
求
め
て
声
を
だ

し
た
像
（
中
巻
第
二
十
六
縁
）
、
同
じ
く
、
作
り
か
け
で
放
置
さ
れ
て
苦
し
み

の
声
を
あ
げ
た
像
一
下
巻
第
十
七
縁
）
、
あ
る
い
は
蟻
に
首
を
噛
み
切
ら
れ
て

苦
し
み
の
声
を
あ
げ
た
像
（
下
巻
第
二
十
八
縁
）
、
あ
る
い
は
破
壊
さ
れ
「
痛

き
か
な
、
痛
き
か
な
」
と
叫
ん
だ
金
銅
像
（
中
巻
第
二
十
三
縁
・
第
二
十
四

縁
）
な
ど
、
苦
境
に
あ
る
像
を
発
見
し
た
り
、
接
し
た
僧
俗
に
も
共
通
し
て
見

ら
れ
た
思
い
で
あ
り
、
こ
の
時
人
々
は
像
の
苦
し
み
を
救
う
た
め
に
努
力
し
た

と
説
く
。
人
々
は
時
に
仏
像
に
精
神
的
な
救
済
を
求
め
、
時
に
他
方
で
は
仏
像

の
い
わ
ば
肉
体
的
苦
痛
を
救
済
す
る
と
す
る
。
仏
像
の
前
に
恭
し
く
額
づ
く
こ

と
だ
け
が
敬
虞
で
あ
る
し
る
し
で
も
な
い
し
、
人
問
が
仏
像
の
苦
を
救
い
え
る

と
す
る
こ
と
が
傲
慢
で
あ
る
と
い
う
わ
け
で
も
な
い
。
人
間
が
仏
像
を
作
り
修

理
す
る
い
じ
ょ
う
か
か
る
仏
像
の
危
機
に
瀕
し
た
状
態
を
救
い
得
る
の
は
や
は

り
人
問
で
し
か
な
い
。
日
本
人
は
そ
う
し
た
現
実
を
基
盤
に
す
え
な
が
ら
、
中

国
と
は
異
な
っ
た
方
向
で
伝
承
を
形
成
し
て
い
る
。
威
厳
を
も
っ
て
渡
来
し
て

き
た
仏
像
を
奈
良
時
代
半
ば
以
後
か
ら
平
安
時
代
の
始
め
に
か
け
て
の
日
本
人

は
現
実
に
即
し
つ
つ
、
き
わ
め
て
身
近
な
存
在
と
し
て
と
ら
え
始
め
て
い
た
こ

　
　
　
　
　
仏
像
霊
異
謂
の
受
容
と
変
容

と
を
思
わ
せ
る
。
官
大
寺
に
威
厳
を
も
っ
て
鎮
座
す
る
像
ば
か
り
で
な
く
、
村

里
に
人
々
の
生
活
と
密
着
し
な
が
ら
、
人
々
の
苦
し
み
を
慈
悲
の
目
で
も
っ
て

見
守
る
像
が
増
え
始
め
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
後
の
衡
の
地
蔵
の
ご
と

く
仏
菩
薩
像
と
人
間
の
親
し
い
関
係
が
生
ま
れ
っ
つ
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し
か

し
、
像
の
救
済
は
仏
教
的
に
は
な
に
よ
り
も
善
根
で
あ
り
、
こ
れ
が
強
調
さ
れ

る
よ
う
に
も
な
る
。
と
も
あ
れ
仏
菩
薩
像
が
人
々
に
身
近
か
な
存
在
に
な
っ
た

こ
と
は
、
仏
教
が
日
本
化
・
土
着
化
し
始
め
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

　
し
た
が
っ
て
、
地
中
に
あ
る
仏
像
が
声
を
上
げ
る
モ
チ
ー
フ
は
、
中
国
の
地

中
か
ら
威
厳
を
も
っ
て
出
現
す
る
仏
像
の
モ
チ
ー
フ
を
継
承
し
な
が
ら
も
、
日

本
独
自
の
苦
し
み
の
声
に
よ
っ
て
仏
像
が
救
わ
れ
る
モ
チ
ー
フ
に
展
開
さ
れ
た

も
の
で
、
仏
像
霊
異
謂
の
日
本
化
の
一
つ
の
姿
を
示
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

景
戒
も
単
な
る
霊
験
謂
と
し
て
だ
け
で
は
な
く
、
こ
う
し
た
モ
チ
ー
フ
に
心
引

か
れ
共
感
す
る
と
こ
ろ
あ
っ
て
、
『
霊
異
記
』
に
収
載
し
た
の
で
あ
ろ
う
。

注
¢
　
道
端
良
秀
「
二
十
四
孝
と
そ
の
押
座
文
」
『
仏
教
と
儒
教
倫
理
』
昭
和
四
士
二
年

　
十
月

　
　
辻
善
之
助
『
日
本
仏
教
史
』
第
一
巻
上
世
篇
昭
和
十
九
年
十
一
月
、
拙
稿
「
人

　
麻
呂
歌
の
水
泡
と
経
典
」
「
仏
教
文
学
」
第
一
七
号
　
平
成
五
年
三
月

　
　
　
「
霊
魂
観
と
伝
承
形
成
」
古
事
記
学
会
平
成
六
年
度
大
会
発
表

　
　
渥
美
か
を
る
「
日
本
霊
異
記
に
お
け
る
説
話
の
形
成
過
程
」
「
説
林
」
第
十
七
号

　
昭
和
四
十
三
年
十
二
月

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
九
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像
霊
異
謂
の
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変
容

　
原
口
裕
「
日
本
霊
異
記
出
典
後
管
見
」
「
訓
点
語
と
訓
点
資
料
」
第
三
十
四
号
、

昭
和
四
十
一
年
十
二
月

　
竹
居
明
男
「
『
吉
野
寺
縁
起
』
の
史
料
性
を
め
ぐ
っ
て
」
『
日
本
書
紀
研
究
』
第
十

一
号
　
昭
和
五
十
四
年
九
月
、
丸
山
顕
徳
「
漂
着
霊
木
説
話
」
『
日
本
霊
異
記
説
話

の
研
究
』
平
成
四
年
十
二
月

　
「
新
羅
及
び
日
本
古
代
の
神
仏
習
合
に
つ
い
て
」
『
新
羅
と
飛
鳥
白
鳳
の
仏
教
文

化
』
昭
和
五
十
年
八
月

　
前
掲
＠
論
文

　
朝
鮮
総
督
府
編
『
朝
鮮
寺
刹
史
料
』
昭
和
四
六
年
十
月
復
刊

　
東
国
大
学
校
仏
教
文
化
研
究
所
編
『
韓
国
仏
書
解
題
辞
典
』
昭
和
五
七
年
八
月
。

注
＠
＠
の
資
料
に
つ
い
て
は
村
上
四
男
氏
の
ご
教
示
を
え
た

　
前
掲
＠
論
文

　
『
日
本
古
典
の
研
究
』
下
　
昭
和
二
十
五
年
二
月

　
前
掲
＠
論
文

　
兵
庫
県
朝
来
郡
和
田
山
町
竹
ノ
内
・
観
音
堂
の
伝
説

　
原
口
裕
前
掲
「
日
本
霊
異
記
出
典
後
管
見
」
。
『
諸
経
要
集
』
巻
八
興
福
部
第
十

五
述
意
縁
に
は
「
起
致
敬
礼
」
「
動
示
生
形
」
に
対
応
す
る
表
現
が
見
え
な
い
。

四
〇

付
記
　
第
二
校
の
折
に
山
口
敦
史
氏
「
仏
教
東
漸
と
阿
育
手
伝
承
」
（
「
日
本
文
学
」
平

　
成
六
年
十
月
）
に
接
し
た
。
欽
明
紀
に
は
「
東
を
指
し
て
流
る
」
と
あ
り
、
仏
法
東

　
漸
と
結
び
っ
く
要
素
は
あ
る
。
従
っ
て
、
阿
育
王
伝
承
と
か
か
わ
ら
せ
て
み
る
こ
と

　
は
す
ぐ
れ
た
視
点
で
あ
る
。
た
だ
し
、
阿
育
王
伝
承
が
中
国
の
仏
像
出
現
謂
に
多
く

　
付
随
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
日
本
の
そ
れ
に
欠
落
し
て
い
る
こ
と
に
注
意
す

　
べ
き
で
あ
る
。
本
文
中
に
示
し
た
よ
う
に
、
こ
れ
を
欠
く
と
こ
ろ
に
、
日
本
の
仏
像

　
出
現
潭
で
は
な
く
、
御
衣
木
出
現
謂
の
特
質
を
見
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。
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